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午前 ９時５８分開議 

 
１．議 事 日 程 

 
議長あいさつ 
代表理事あいさつ 
開会宣言 
日程第１ 議席の指定 
日程第２ 会議録署名議員の指名 
日程第３ 会期の決定 
日程第４ 諸般の報告 
日程第５ 常任委員会委員の選任の件 
日程第６ 議会運営委員会委員の選任の件 
日程第７ 承認第１号 専決処分の承認を求める件 
日程第８ 議案第１６号 峡南広域行政組合職員の育児休業等に関する条例中改正の件 
日程第９ 議案第１７号 令和４年度峡南広域行政組合一般会計補正予算（第２号） 
日程第１０ 議案第１８号 令和４年度峡南広域行政組合情報センター特別会計補正予算（第

１号） 
日程第１１ 議案第１９号 令和４年度峡南広域行政組合介護保険特別会計補正予算（第２号） 
日程第１２ 認定第１号 令和３年度峡南広域行政組合一般会計歳入歳出決算認定の件 
日程第１３ 認定第２号 令和３年度峡南広域行政組合情報センター特別会計歳入歳出決算認
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日程第１４ 認定第３号 令和３年度峡南広域行政組合介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件 
日程第１５ 認定第４号 令和３年度峡南広域行政組合峡南ふるさと市町村圏特別会計歳入歳

出決算認定の件 
日程第１６ 閉会中の所掌事務調査の件 
日程第１７ 峡南広域行政組合議会議員の視察研修の件 
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２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

 
 １番  秋 山 豊 彦        ２番  有 泉   希 
 ３番  松 野 清 貴        ４番  望 月   眞 
 ５番  小 林 有紀子        ６番  井 上 光 三 
 ７番  中 居 義 正        ８番  望 月   恒 
 ９番  佐 野 知 世       １０番  広 島 法 明 
１１番  木 内 秀 樹       １２番  高 橋 茂 広 

 
 

３．欠席議員 
 

な    し 
 
 

４．会議録署名議員は次のとおりである。（２名） 
 

 ４番  望 月   眞        ９番  佐 野 知 世 
 
 

５．地方自治法第１２１条により会議に出席を求めた者ならびに出席した者（１５名） 
 

代 表 理 事 望 月 幹 也 副代表理事兼業務担当理事  遠 藤  浩 
業 務 担 当 理 事  望 月 利 樹 業 務 担 当 理 事  佐 野 和 広 
理 事 辻  一 幸 会 計 管 理 者  伊 藤 克 志 
事 務 局 長 清 野  忍 庁舎建設準備室室長 若 林 洋 和 
情報センター所長 安 藤 清 司 慈 生 園 施 設 長  深 澤 千 秋 
慈 生 園 園 長  芹 澤  渡 消 防 本 部 消 防 長  石 原 千 秀 
消防本部副消防長 相 沢 茂 広 消防本部庶務課長 武 田 真 一 
代 表 監 査 委 員  岸 本 正 幸 

 
 

６．職務のために議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。（３名） 
 

議会事務局長 若 狭 正 樹  
書     記 望 月 大 樹  
書     記 依 田  拓  
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開会 午前 ９時５８分 
〇議長（高橋茂広君） 

 開会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 
 議員各位には、公私とも何かとお忙しい中、本定例会にご出席賜り厚くお礼申し上げます。 
 暑い季節も終わり、秋を感じる時期となってまいりました。 
 爆発的な感染拡大のあった第７波も収束が見え出してきており、全国旅行支援の開始、中部横断

自動車道全線開通１周年記念キャンペーン、峡南地域でもイベントやお祭りが開催されるなど、明

るい話題が出てくるようになってまいりました。 
 議員の皆さまは、新型コロナウイルス感染症拡大対策と地域経済の活性化、峡南地域発展のため、

これからもご自愛いただき、引き続きのご健勝とご活躍をご祈念申し上げます。 
 後刻、代表理事より諸議案が提出されますが、何とぞ慎重審議をお願いいたします。 
 併せて、本定例会の議事が円滑に進行できますよう格段のご協力をお願い申し上げ、あいさつと

いたします。 
 代表理事あいさつ、望月代表理事。 

〇代表理事（望月幹也君） 
 令和４年第２回峡南広域行政組合定例会にあたりまして、一言ごあいさつを申し上げます。 
 組合議員各位におかれましては、公私ご多用の中、ご参集を賜り、誠にありがとうございます。

併せて、日ごろより当組合の運営につきましては、格段のご支援・ご協力を賜り厚く御礼を申し上

げます。 
 今議会には、９月３０日の任期満了に伴い、市川三郷町議会議員選挙が行われ、ご当選され、当

組合議員として選出されました秋山豊彦議員、有泉希議員、松野清貴議員にご出席をいただいてお

ります。ご当選、誠におめでとうございました。心よりお祝いを申し上げます。 
 各議員におかれましては、峡南地域および当組合発展のため、多大なお力添えを賜りますようお

願いを申し上げます。 
 さて、日曜日に大変、山梨県民にとってうれしい知らせがありました。ヴァンフォーレ甲府が、

実は鶴城クラブといって、甲府一高のＯＢがまず鶴城クラブというクラブをつくったのが前提で、

それが甲府クラブ、そしてヴァンフォーレ甲府というように、もう５７年が経過する中で、天皇杯

で初優勝を飾りました。実は私も、ヴァンフォーレからご招待いただいて、横浜の日産スタジアム

まで、直接、応援に行きまして、本当に選手とサポーター、われわれ一体となった応援ができたと

いうことで、やはり、ああいう、山梨代表として戦ってくれるチームについては、本当に熱が入り

ました。優勝したことで誇りを持てるようになりました。皆さんで喜びたいと思います。 
 あと、一方では、ウクライナのロシアの侵攻によりまして、エネルギー資源、肥料、穀物の値上

がりなどから端を発しました世界規模の物価高騰が各国を襲い、新型コロナウイルスまん延の影響

により消費生産の減少、それに加えて、わが国では２４年ぶりの円安水準が続いている状況で、主

要品目を含む２万品にも値上げが予定されているということであります。 
 経済の先行きに対する不安や物価上昇、物不足により国民の生活にも大きな影響を与え、われわ

れ地方公共団体におきましても例外ではなく、資材の高騰、備品、消耗品、燃料費等、至るところ

に物価の上昇の影響が出ており、中でも半導体の不足により業務の中枢を担うパソコン関連の物品

も品薄状態であり、納品のめどが立たないものも出始めています。 
 また、わが国では、夏休み期間から新型コロナウイルス感染症の第７波が猛威を振るい、従来の

ワクチン接種と人流を抑える対策で重症化を防ぐ効果は見られたものの、感染予防については、決
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定的な効果が見えにくい状況になってまいりました。 
 今後もまだまだ先の予想がつかない、予断の許さない状況が続いておりますが、経済活動をすす

めながらの対策と非常に難しいかじ取りとなりますが、コロナ禍前の状況に戻るには、大きなハー

ドルをいくつも超えていく必要があります。 
 各所属職員の予防策の徹底はもちろん、引き続き今後も起こり得るあらゆる事態を想定し、地域

住民の期待に応えるべく、十二分な対応をしてまいる所存であります。組合議員の皆さまのご指導

と構成５町との連携を重ねてお願い申し上げる次第であります。 
 さて、本定例会に提出いたしました案件は、承認案件１件、条例改正案１件、補正予算案３件、

決算認定４件でございます。 
 後ほど詳細にご説明させていただきたいと存じますが、何とぞよろしくご審議をくださいまして、

ご議決・ご承認を賜りますようお願いを申し上げ、ごあいさつといたします。よろしくお願いいた

します。 
〇議長（高橋茂広君） 

 代表理事のあいさつが終わりました。 
 開会前に新組合議員の紹介をしたいと思います。 
 去る令和４年９月２５日、市川三郷議会議員選挙で当選され、組合議員として選出されました３名

の議員が本会議場にお出ででございます。 
 ご紹介を申し上げますので、その場にてご起立をお願いしたいと思います。 
 （ 紹 介 ） 
 代表いたしまして、有泉希議員からごあいさつをお願いしたいと思います。 
 ご登壇をお願いいたします。 
 秋山議員、松野議員はご着席ください。 

〇２番議員（有泉希君） 
 ただいま、紹介をいただきました市川三郷町議会議員の有泉希と申します。 
 先輩の議員の皆さま方のご指導のもと、一日も早く広域行政組合の議員としての職責をまっとう

できるよう努めてまいりたいと思っております。 
 どうぞご指導のほど、よろしくお願いいたします。 

〇議長（高橋茂広君） 
 秋山豊彦議員、有泉希議員、松野清貴議員におかれましては、お体に十分ご留意をいただき、存

分のご活躍をご祈念申し上げます。 
 ただいまの出席議員は１２名。 
 定足数に達しておりますので、令和４年第２回峡南広域行政組合議会定例会を開会いたします。 
 直ちに本日の会議を開きます。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（高橋茂広君） 
   日程第１ 議席の指定を行います。 

 議席の指定は、峡南広域行政組合議会会議規則第３条第１項の規定により、議長が定めることと

なっております。 
 ただいま、ご着席のとおり第１番 秋山豊彦君、第２番 有泉希君、第３番 松野清貴君を指定

いたします。 
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  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（高橋茂広君） 
   日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、峡南広域行政組合議会会議規則第１０８条の規定により第４番 望

月眞君、第９番 佐野知世君を指名いたします。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（高橋茂広君） 
   日程第３ 会期の決定を議題といたします。 

 お諮りします。 
 本定例会の会期は１０月１９日本日１日とし、審議日程は日程第１から第１７まで、いずれも本

会議にて審議したいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、会期は本日１日間とすることに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（高橋茂広君） 
   日程第４ 諸般の報告を行います。 

 説明員の報告ですが、今定例会に説明員として出席通告のありました者の職氏名を一覧表として

お手元に配布しておきましたので、ご了承を願います。 
 次に例月出納検査の報告ですが、別紙例月出納検査報告書の写しをもって報告に代えさせていた

だきます。 
 次に、代表理事から行政報告がございますのでお願いいたします。 
 望月代表理事。 

〇代表理事（望月幹也君） 
 それでは、３月定例会以降の閉会中の諸般の報告をいたします。 
 まず、情報センター関係では、基幹業務システムの共同化事業につきまして、山梨県市町村総合

事務組合、山中湖村を含む６町村における新システムは安定稼働に入り、高い評価をいただいてお

ります。今後はデジタル庁の動向に注視し、スムーズに対応できるよう検討を重ねているところで

あります。 
 次に慈生園についてですが、令和４年３月に混乱もなく養護部門を閉鎖し、４月以降の運営の健

全化に向け、特別養護老人ホーム部門、ショートステイ部門、デイサービス部門の介護保険会計の

３部門での安定的な運営体制の確立、サービスの拡充、効率的な職員人事等、積極的に行っており

ます。 
 また、厳重なコロナウイルス感染症対策を行っていますが、現在までの感染者総数は職員４名、

入所者４名と緊迫した状況が続いています。今後、なお一層の対策を講じてまいる所存であります。 
 仮称となりますが、峡南広域行政組合新庁舎等整備事業関係では、６月の臨時会でご議決いただ

きました建設予定地の測量調査業務、ならびに地質調査等業務の委託に伴う指名競争入札がお手元

の資料のとおり終了し、また組合施設デザインビルド事業者選定アドバイザリー業務の委託に伴う

事業審査型一般競争入札につきましても、明日の１０月２０日に落札者決定の見込みであり、スケ

ジュールどおり進捗しておりますことを報告いたします。 
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 また、当消防関係と東山梨、笛吹、峡北、南アルプスの５消防本部により設置いたしました山梨

県国中消防指令業務等共同運用検討会につきましては、運用方法、整備内容、連携協力、費用負担

等、細部にわたる協議が進み、効率的な運用ができるのか、メリット、デメリットを詳しく検討し

ております。 
 順調に進めば、令和５年９月には仮称ですが、山梨県国中消防指令業務等共同運用協議会に移行

し、共同化に向けての細部の検討に入る予定となっております。 
 以上、行政報告といたします。 

〇議長（高橋茂広君） 
 以上で諸般の報告を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（高橋茂広君） 
   日程第５ 常任委員会委員の選任の件を議題といたします。 

 委員の選任につきましては、峡南広域行政組合議会委員会条例第７条の規定により議長が議会に

諮って指名することとなっております。 
 お諮りします。 
 総務消防常任委員会委員に第１番 秋山豊彦君、第２番 有泉希君。 
 情報センター慈生園常任委員会委員に第３番 松野清貴君を指名いたします。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、指名のとおり決しました。 
 なお、委員の任期は峡南広域行政組合議会委員会条例第３条第２項の規定によって、前任者の残

任期間とすることになっております。 
 では、ここで情報センター慈生園常任委員長が空席となっておりますので、互選していただきま

す。 
 暫時休憩いたします。 

休憩  午前１０時１４分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１０時１５分 
〇議長（高橋茂広君） 

 再開いたします。 
 常任委員長の選挙が行われました。 
 議会事務局長より発表いたします。 
 若狭議会事務局長。 

〇議会事務局長（若狭正樹君） 
 それでは、発表させていただきます。 
 情報センター慈生園常任委員長に第３番 松野清貴議員に決定いたしました。よろしくお願いい

たします。 
〇議長（高橋茂広君） 

 以上、報告のとおり決定いたしました。 
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  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（高橋茂広君） 
   日程第６ 議会運営委員会委員の選任の件を議題といたします。 

 委員の選任につきましては、峡南広域行政組合議会委員会条例第７条の規定により議長が議会に

諮って指名することとあります。 
 お諮りします。 
 議会運営委員会委員に第３番 松野清貴君を指名いたします。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、指名のとおり決しました。 
 なお、委員の任期は峡南広域行政組合議会委員会条例第３条第２項の規定によって、前任者の残

任期間とすることになっております。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（高橋茂広君） 
   日程第７ 承認第１号 専決処分の承認を求める件を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
 望月代表理事。 

〇代表理事（望月幹也君） 
 それでは、承認第１号 専決処分の承認を求める件について、提案理由の説明を申し上げます。 
 本件については、令和４年８月１２日付けにて、峡南広域行政組合介護保険特別会計補正予算（第

１号）のとおり専決処分をいたしました。 
 歳入歳出予算の総額にそれぞれ３５６万９千円を追加し、総額を２億２，４５８万６千円とする

ものであります。 
 緊急を要したため、地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとおり専決処分いたしまし

た。同条第３項の規定により、これを報告し、承認を求めるものであります。 
 詳細につきましては、清野事務局長よりご説明いたしますので、ご承認をいただきますよう、よ

ろしくお願いを申し上げます。 
〇議長（高橋茂広君） 

 提案理由の説明が終わりました。 
 詳細説明を求めます。 
 清野事務局長。 

〇事務局長（清野忍君） 
 それでは、承認第１号 専決処分の承認を求める件（令和４年度峡南広域行政組合介護保険特別

会計補正予算（第１号））の補足説明をさせていただきます。 
 事項別明細にて説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 
 ５ページ、歳入をお開きいただきたいと思います。 
 ３款１項１目県補助金でありますが、高齢者の施設等に対し、新型コロナウイルス感染症防止対

策として、高齢者施設等エアロゾル感染対策強化事業の助成事業が設けられております。高齢者施

設等で感染対策に必要な機器等の導入に助成金が交付されることから計上させていただいたところ

であります。 
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 なお、補助率は１０分の１０ということで、全額補助になってございます。 
 ６款１項１目介護保険安定化基金繰入金でありますが、補正財源として所要額を計上させていた

だいてございます。 
 ６ページの歳出でございますが、１款１項２目施設入所運営費の１０節需用費１８万３千円の追

加でありますが、慈生園におきまして生活雑排水の配管が破損をし、雑排水が施設の下に滞留する

極めて不衛生な状況になっていたことから、緊急に修繕をする必要が生じたものによるものでござ

います。 
 １２節委託料でございますが、４月以降、水道料の増加が見られたことから、南部町の水道課に

ご協力をいただきまして、周辺を調査させていただきました。施設内に漏水の疑いがあるとの指摘

を受け、緊急に漏水調査が必要となったことによるものでございます。 
 なお、調査の結果、３カ所から漏水を発見したところでございます。 
 １４節の工事請負費１４６万１千円の追加につきましては、その漏水調査を受けまして、漏水管

の敷設替えによる工事が必要となったものでございます。 
 １７節備品購入費および４目通所介護運営費の１７節備品購入費につきましては、歳入で説明さ

せていただきましたが、高齢者施設等に対し、新型コロナウイルス感染症防止対策としてエアロゾ

ル感染対策強化事業の助成事業が講じられることから、対策に必要な換気機器を導入、購入をさせ

ていただいたものでございます。 
 なお、この助成金は９月末までの発注が助成要件となっておることから、今回、計上させていた

だいてございます。 
 以上です。よろしくお願いいたします。 

〇議長（高橋茂広君） 
 提案理由および詳細説明が終わりました。 
 これより、承認第１号 専決処分の承認を求める件について質疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 承認第１号 専決処分の承認を求める件は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり承認することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（高橋茂広君） 
   日程第８ 議案第１６号 峡南広域行政組合職員の育児休業等に関する条例中改正の件を議題といた

します。 
 提案理由の説明を求めます。 
 望月代表理事。 
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〇代表理事（望月幹也君） 
 それでは、議案第１６号 峡南広域行政組合職員の育児休業等に関する条例中改正の件について、

提案理由を申し上げます。 
 本案は、地方公務員の育児休業等に関する法律等の一部改正に伴い、育児休業の取得回数等の制

限の緩和に関する規定を定める必要があるため、本条例の一部を改正するものであります。 
 なお、詳細につきましては、清野事務局長よりご説明いたしますので、ご審議をいただき、ご議

決を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
〇議長（高橋茂広君） 

 提案理由の説明が終わりました。 
 詳細説明を求めます。 
 清野事務局長。 

〇事務局長（清野忍君） 
 議案第１６号 峡南広域行政組合職員の育児休業等に関する条例中改正の件について、詳細説明

をいたします。 
 令和３年８月に人事院から妊娠、出産、育児等と仕事の両立支援のために講じる措置が明らかに

なり、令和４年４月に国家公務員の育児休業等に関する法律が改正され、同様に地方公務員の育児

休業等に関する法律および人事院規則が改正されました。 
 それに伴いまして、令和４年１０月１日に施行された地方公務員の育児休業等に関する法律等の

一部改正に準じまして、峡南広域行政組合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正するもので

ございます。 
 各町でも、すでに議決されているものではございますが、これは人事院規則の改正に合わせての

改正となります。 
 分かりづらい部分がありますので、条例改正の概要について説明させていただきたいと思います。 
 まず、議案中、附則の前になりますが、第３条の２関係でございます。 
 これは地方公務員の育児休業に関する法律の改正内容となりますが、育児休業の取得回数につい

て原則１回までの制限を原則２回までに緩和いたします。これとは別に、子の出産後８週間、５７日

間以内に１回まで認められていた、産後パパ育休も２回までの取得可能になるというものでござい

ます。 
 この改正に伴い、条項のずれが生じるため、所要の改正を行わせていただきたいというものでご

ざいます。 
 次に非常勤職員の取得要件の緩和について、これにつきましては、第２条、第２条の３、第２条

の４、第３条関係でございますが、これは人事院規則に合わせての対応となってございます。 
 非常勤職員が子の出生後８週間以内に育児休業を取得する場合の要件を、子が１歳６カ月以降も

引き続いて在職することが見込まれること、それを子の出生日から起算して８週間と６カ月が経過

する日以降も引き続き在籍することが見込まれることということで、緩和をさせていただきます。 
 また、子が１歳以降の一定の場合に取得することができる非常勤職員の育児休業について、夫婦

交代での取得や特別な事情がある場合の柔軟な所得を可能にするものでございます。 
 なお、この条例は令和４年１０月１日から施行するものでございますが、本日以前の遡及適用が

必要な該当者は当組合にはおりませんので、申し添えさせていただきます。 
 以上、よろしくお願いいたします。 
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〇議長（高橋茂広君） 
 提案理由と詳細説明が終わりました。 
 これより議案第１６号 峡南広域行政組合職員の育児休業等に関する条例中改正の件について、

質疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（高橋茂広君） 
   日程第 ９ 議案第１７号 令和４年度峡南広域行政組合一般会計補正予算（第２号） 
   日程第１０ 議案第１８号 令和４年度峡南広域行政組合情報センター特別会計補正予算（第１号） 
   日程第１１ 議案第１９号 令和４年度峡南広域行政組合介護保険特別会計補正予算（第２号） 

を一括議題としたいと思います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１７号から議案第１９号までを一括議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 望月代表理事。 

〇代表理事（望月幹也君） 
 それでは議案第１７号、議案第１８号、議案第１９号についてご説明を申し上げたいと思います。 
 議案第１７号 令和４年度峡南広域行政組合一般会計補正予算（第２号）、議案第１８号 令和

４年度峡南広域行政組合情報センター特別会計補正予算（第１号）、議案第１９号 令和４年度峡南

広域行政組合介護保険特別会計補正予算（第２号）、以上３議案についてその概要を申し上げ、提案

理由とさせていただきます。 
 まず、議案第１７号 令和４年度峡南広域行政組合一般会計補正予算（第２号）は、歳入歳出予

算の総額にそれぞれ６９９万５千円を追加し、総額を１６億７，３１９万９千円とするものであり

ます。 
 主な内容は、構成町よりの派遣職員異動に伴う人件費の追加、更正と公有財産オークション実施

に伴う追加等であります。 
 次に議案第１８号 令和４年度峡南広域行政組合情報センター特別会計補正予算（第１号）は、

歳入歳出予算の総額にそれぞれ３２９万７千円を追加し、総額を４，３０１万１千円とするもので
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あります。 
 主な内容につきましては、繰越金の確定に伴い一般会計への繰り出しを行うものであります。 
 最後に、議案第１９号 令和４年度峡南広域行政組合介護保険特別会計補正予算（第２号）は、

歳入歳出予算の総額にそれぞれ５１６万７千円を追加し、総額を２億２，９７５万３千円とするも

のであります。 
 昨年度まで養護部門と費用按分していた燃料費、光熱水費の再計算と漏水により追加、また燃料

費の高騰による追加が主な内容となっています。 
 詳細につきましては、清野事務局長よりご説明をいたしますので、ご審議をいただき、ご議決を

賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
〇議長（高橋茂広君） 

 提案理由の説明が終わりました。 
 詳細説明を求めます。 
 清野事務局長。 

〇事務局長（清野忍君） 
 それでは、議案第１７号、議案第１８号、議案第１９号につきまして、詳細説明をさせていただ

きます。 
 まず、議案第１７号 令和４年度一般会計補正予算（第２号）でございますが、詳細説明につき

ましては、５ページ以降の事項別明細により説明をさせていただきたいと思います。 
 まず歳入でありますが、１款１項１目組合費負担金に４４万円、５款２項１目財産売払収入に

３２５万８千円、７款２項１目特別会計繰入金に３２９万７千円を追加させていただくものでござ

いますが、財産売払収入につきましては、公有財産オークションを利用いたしまして廃車予定でし

た、はしご車を１５０万円で、また救助工作車を１７５万９，９９９円で売り払いをしたものでご

ざいます。 
 歳出でございますが、２款総務費、１項２目厚生支援費、１２節委託料に４４万円の追加でござ

います。先ほどの組合費負担金と、こちらがセットになっているものでございますが、介護保険指

定機関等管理システム改修業務委託料でございます。構成５町から８万８千円の負担金をいただき、

各所でそれぞれ利用する当システムについて、本年度改定される介護報酬のうち、その内容につい

て反映させるための改修となってございます。 
 なお、この事業につきましては、国よりの、令和４年度介護保険事業費補助金といたしまして、

各町にて申請手続きを行っておりますので、申し添えさせていただきます。 
 ３目情報センター総務費、１８節および３款消防費、１項１目でございますが、派遣職員の人件

費でございます。こちらからの要望によりまして、各町より適材適所に職員を派遣しておりますが、

令和４年度人事異動により派遣していただいている町、部署が変更となりましたので、それぞれ現

状に合わせての追加更正をいたすものでございます。 
 ３款消防費、１項１目１０節需用費は、全額修繕費でございます。本部、北部署の暖房機器、自

動給水タンクの外板の腐食、脱落が激しいための修繕と、地下タンクの法定点検の際にタンク内に

滞水およびスラッジが確認され、マンホールの中にあるタンクへの給水口の蓋の開閉不全、パッキ

ンの交換等を行うというものでございます。 
 １７節備品購入費は、中部署で職員間の業務共有データを保存するハードディスクが故障いたし

まして、保守業者に内容を確認していただきましたところ、経年劣化によるもので、交換部品がな

いため修理はできないということでございまして、それに伴う更新でございます。 
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 １８節消防学校初任総合教育課程の入校負担金ですが、昨年度中に職員が１名、欠員が生じてし

ましました。それに伴いまして、採用者を１名追加したことによる負担金でございます。 
 ２目に移りまして、消防施設費でございます。 
 １１節手数料は、法律改正によりまして、一定の化学物質を含む泡消火薬剤の交換推奨年数が定

められました。経過年数は令和４年度中に１，１２０リットルの廃棄が必要となりまして、収集運

搬を含めて処分量を追加させていただくものでございます。 
 なお、本年度中の処分にかかる経費につきましては、特別交付税措置が講じられるものとなって

ございます。 
 １２節委託料につきましては、気象観測装置の再点検委託料の追加でございます。通信指令業務

で使用いたします気象観測装置は、気象法、気象業務法第９条によりまして、点検に合格したもの

を使用することとなってございます。 
 今回５つの機器のうち、風向風速発信機、雨量発信機の２つの機器の点検、検定の有効期限が当

該年度となることからの追加となっております。本来ですと、当初予算に計上するべきものでござ

いますが、これは載せ忘れということでございまして、補正にて予算化をお願いするものでござい

ます。 
 また、１３節使用料及び賃借料３９万７千円の追加ですが、昨年度まで利用しておりましたＹＡ

ＨＯＯの官公庁オークションでは、落札額の一部を手数料として差し引いて納入していたというシ

ステムでございましたが、昨年度末をもちまして、ＹＡＨＯＯでのサービスが終了となり、新しく

ＫＩＳ官公庁オークションの出展となってございます。 
 システム利用料は落札額の８％から１０％、額に応じてになりますが、落札とは別に発生すると

いうことで、こちらについて、手数料のほうがかかってきたというものでございます。 
 本年度、もう１台、ポンプ車の売却を予定してございます。 
 ７款諸支出金、１項１目財政調整基金積立金に２７７万４千円を追加させていただくものです。

これは、後ほど特別会計との関連がありますので、そちらでも説明させていただきますが、他会計

繰入金を含め不用額を積み立てるものでございます。 
 ７ページに補正第２号の負担金内訳について記載させていただいておりますので、それぞれご覧

いただきたいと思います。 
 議案第１８号 令和４年度情報センター特別会計補正予算（第１号）でございますが、１２ペー

ジの事項別明細をお開きいただきたいと思います。 
 歳入でございます。 
 この会計は、今年度より峡南５町と山中湖村で共同運用しております基幹システムの事業費を計

上し、５町で行う一般会計での事業と会計を分けることで負担の明確化を行い、山梨県市町村総合

事務組合と単年度で全額清算を行うという考えから予算組み立てがなされております。 
 昨年度は、情報センターに関わる予算については、全額、こちらは特別会計になったんですが、

明確化を図るということで、通常の５町での負担金については、もとのとおり一般会計のほうに載

せさせていただいております。 
 事業を執行するにあたり、２款２項預金利子、１目預金利子１千円を追加させていただき、また

３款繰越金の３２９万６千円は、昨年度の情報センター全体での繰り越しという観点から歳出、１款

１目基幹業務システム運営費、２７節の繰出金といたしまして、先ほど一般会計でも説明させてい

ただきました、３２９万７千円を追加させていただくものでございます。 
 一般会計では、先ほどの説明のとおり他会計繰入金として同額を計上させていただいているもの
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でございます。 
 最後に議案第１９号 令和４年度峡南広域行政組合介護保険特別会計補正予算（第２号）でござ

います。 
 事項別明細１８ページの、歳入をお開きいただきたいと思います。 
 ６款１項１目介護保険安定化基金繰入金でありますが、補正財源として所要額を計上させていた

だいております。 
 １９ページの歳出でございますが、各費目の燃料費および光熱水費につきましては、令和３年度

末での慈生園の養護部門を閉鎖したことから、当初予算では養護部門に要する予算はすべて削除い

たしておりました。養護部門の閉鎖や施設利用者の増減にかかわらず、調理等に関わる光熱水費、

これは大きく変わるものではございませんので、こちらの実績を見ての追加、また燃料価格や電気

料の高騰、先ほどお話しました漏水による使用料の増加などが生じたことから、所要の額を追加さ

せていただいているものでございます。 
 ２目施設入所運営費、１２節委託料でございますが、町道に接する慈生園の敷地内に桜の木が６本

ございまして、これが斜面に立っていることから倒木する危険があるということで、これらの伐採

に要する経費を計上させていただいているところでございます。 
 以上、詳細説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（高橋茂広君） 
 提案理由および詳細説明が終わりました。 
 これより議案第１７号 令和４年度峡南広域行政組合一般会計補正予算（第２号）について、質

疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 
 次に議案第１８号 令和４年度峡南広域行政組合情報センター特別会計補正予算（第１号）につ

いて、質疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
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 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 
 次に議案第１９号 令和４年度峡南広域行政組合介護保険特別会計補正予算（第２号）について、

質疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（高橋茂広君） 
   日程第１２ 認定第１号 令和３年度峡南広域行政組合一般会計歳入歳出決算認定の件 
   日程第１３ 認定第２号 令和３年度峡南広域行政組合情報センター特別会計歳入歳出決算認定の件 
   日程第１４ 認定第３号 令和３年度峡南広域行政組合介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件 
   日程第１５ 認定第４号 令和３年度峡南広域行政組合峡南ふるさと市町村圏特別会計歳入歳出決算

認定の件 
を一括議題としたいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 したがって、認定第１号から認定第４号までを一括議題としたいと思います。 
 提案理由の説明を求めます。 
 望月代表理事。 

〇代表理事（望月幹也君） 
 それでは、認定第１号、２号、３号、４号、令和３年度峡南広域行政組合一般会計、ならびに３つ

の特別会計決算認定の件について、ご説明申し上げます。 
 地方自治法第２３３条第３項の規定により、峡南広域行政組合一般会計歳入歳出決算書、特別会

計歳入歳出決算書を監査委員の意見を付け、議会の認定に付すものでございます。 
 このあと決算の詳細につきましては、伊藤会計管理者よりご説明申し上げ、岸本代表監査委員よ

り意見書についてご報告をいただきますので、ご審議をいただき、ご認定を賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 
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〇議長（高橋茂広君） 
 提案理由の説明が終わりました。 
 詳細説明を求めます。 
 伊藤会計管理者。 

〇会計管理者（伊藤克志君） 
 それでは認定第１号から認定第４号につきまして、決算書の事項別明細書に沿って、ご説明をさ

せていただきます。 
 はじめに認定第１号 一般会計決算書ですが、３ページをご覧ください。 
 歳入は、調定額と収入額がすべて同額ですので、収入済額のみ申し上げます。 
 １款分担金及び負担金は１３億２，８５１万１，７８６円です。１目組合費負担金と２目措置費

負担金は構成５町からの負担金で、歳入総額の９５．４６％を占めております。 
 ２款使用料及び手数料７３万４，７６０円は、消防の危険物申請手数料および罹災や救急搬送証

明の発行手数料でございます。 
 ３款国庫支出金と４款県支出金は、収入がございませんでした。 
 ５款財産収入２万７，０５１円は、電柱借地の貸付料と財政調整基金積立金等の預金利子でござ

います。 
 ６款寄附金は、収入がございませんでした。 
 ７款繰入金７２９万７千円は、財政調整基金からの繰入金でございます。 
 ８款繰越金４，７５４万２，１７４円は、前年度繰越金でございます。 
 ９款諸収入７５７万８，１０９円は、歳計現金の預金利子と高速道路の救急業務支弁金、静岡県

熱海市の土石流災害で出動した際の緊急消防援助隊活動費などでございます。 
 以上、歳入予算現額１３億９，０２９万６千円、収入済額１３億９，１６９万８８０円、予算現

額に対しまして１００．１０％の収入でございました。 
 次に歳出ですが、６ページからになります。 
 １款議会費８２万４，６２６円は、当組合議会の運営費でございます。 
 ２款総務費１億９，６１９万６，７９４円、１項１目一般管理費８，７５７万７，４７８円は事

務局総務課の職員６名分の人件費が主な支出でございます。そのほか職員の健康診断委託料、組合

施設適地調査業務委託料、財務会計機器・人事給与システムリース料等の経費でございます。 
 ２目厚生支援費１億８５１万４，６００円は、事務局厚生支援課の職員５名分の人件費と介護・

障害支援区分の認定審査にかかる事務費が主な支出でございます。 
 ３目公平委員会費２万７千円は、３名の委員報酬でございます。 
 ２項１目監査委員費７万７，７１６円は、２名の委員報酬等と例月出納検査決算監査等に要した

経費でございます。 
 ３款民生費８，１６３万８，３５１円、１項１目養護施設費７，６７２万２，２２３円は、職員

７名分の人件費や施設管理費に要した経費でございます。 
 養護部門が令和３年度末をもって閉鎖となるため、事務室を特養等に移設したことによる事務室

移転工事、その他、各種リース料や使用料および食品衛生法の改正により調理品の適切な温度管理

が必要になったことから、保温庫１台を購入したものなどが主な支出でございます。 
 ２目養護入所者処遇費４９１万６，１２８円は、入所者が生活するための経費で、賄材料費や日

常生活用品等が主な支出でございます。 
 ４款消防費１０億２６６万２，３０３円、１項１目消防総務費９億４，３９８万４，１４３円は
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職員１２５名分の人件費が主な支出でございます。 
 そのほか、指令・データ伝送回線使用料や消防学校・救命士研修等の負担金に要したものでござ

います。 
 また、南アルプス市と共同で購入いたしました、はしご車共同運用整備事業６８３万２千円は、

翌年度へ繰り越しをいたしました。 
 ２目消防施設費５，８６７万８，１６０円は、消防機器整備計画に基づき、空気呼吸器ボンベや

半自動除細動器、オゾン濃度監視モニター等を整備し、消防体制の充実を図りました。 
 ５款公債費４，１９０万４，４８５円は、消防救急デジタル無線、水槽車２台、ポンプ車、救助

工作車の借入金の元金および利子の償還金でございます。 
 ６款諸支出金３，５０２万８千円は、財政調整基金への積み立てと、それぞれの施設整備基金に

積み立てたものです。 
 ７款予備費は、支出がございませんでした。 
 以上、歳出予算現額１３億９，０２９万６千円、支出済額１３億５，８２５万４，５５９円、予

算現額に対して執行率は９７．６９％です。この執行率には、翌年度へ繰り越した６８３万２千円

は含まれません。歳入歳出差引残額は３，３４３万６，３２１円でございます。 
 １８ページ、１９ページには財産に関する調書がございますので、ご一読をお願いいたします。 
 次に認定第２号 情報センター特別会計決算書の説明をさせていただきます。 
 ２２ページをご覧ください。 
 １款分担金及び負担金１億９，２９４万９千円、１目組合費情報センター負担金から３目広域ネッ

ト運営費負担金は、構成５町からの負担金で、歳入総額の７８．３４％を占めております。 
 ２款財産収入は、収入がございませんでした。 
 ３款繰入金８２１万８千円は、財政調整基金からの繰入金でございます。 
 ４款諸収入４，５１１万５，８６６円は、山梨県市町村総合事務組合への派遣職員人件費や芦川

橋光ケーブル添架料などでございます。 
 以上、歳入予算現額２億４，６０２万円、収入済額２億４，６２８万２，８６６円、予算現額に

対しまして１００．１０％の収入でございました。 
 次に歳出ですが、２４ページとなります。 
 １款総務費２億４，１２５万９，８９４円、１項１目一般管理費８，３１４万１４５円は、情報

センター職員７名と按分１名、計８名分の人件費が主な支出でございます。 
 ２目業務システム運営費５，５８１万３７７円は、構成５町の行政事務を迅速かつ効率的に処理

するための電算機器のリース料および保守料が主な支出でございます。 
 ３目広域ネット運営費６，４２７万６５１円は、構成５町、管内２６校および行政組合の行政系

１，５１４台、学校系４，３２０台、合計で５，８３４台のネットワークの運用と維持管理費でご

ざいます。 
 ４目基幹業務システム運営費３，８０３万８，７２１円は、情報センター職員６名と按分１名の

計７名分の人件費と、構成５町および山中湖村の共同処理事業である基幹業務システムの運営費等

が主な経費です。 
 ２款諸支出金１７２万６千円は、財政調整基金と施設整備基金へ積み立てたものであります。 
 以上、歳出予算現額２億４，６０２万円、支出済額２億４，２９８万５，８９４円、予算現額に

対する執行率は９８．７６％、歳入歳出差引残額は３２９万６，９７２円でございます。 
 次に認定第３号 介護保険特別会計決算書の説明をさせていただきます。 



 １７

 ３２ページをお願いします。 
 １款介護保険収入１億７，１２９万１，８０９円は、介護施設への入所、デイサービスに対する

保険収入と利用者の負担金でございます。 
 ２款介護保険事業収入１３２万８，９００円は、デイサービスでの介護予防・日常生活支援総合

事業に対する保険収入と利用者の負担金でございます。 
 ３款県補助金２０万９，３４０円は、新型コロナウイルス感染症対策のための消耗品等への補助

金と入所者の結核健康診断費補助金です。 
 ４款財産収入１５６円は、介護保険安定化基金の利子でございます。 
 ５款寄附金は、収入がございませんでした。 
 ６款繰入金３千万円は、介護保険安定化基金からの繰入金でございます。 
 ７款繰越金１，３０６万５，７１１円は、前年度繰越金でございます。 
 ８款諸収入２４万７９０円は、預金利子と特定技能外国人の食費や居住費等でございます。 
 以上、歳入予算現額２億１，８９２万４千円、収入済額２億１，６１３万６，７０６円、予算現

額に対して９８．７２％の収入でございました。 
 次に歳出ですが、３５ページをお願いします。 
 １款民生費１億４，８０４万５，５９２円、１項１目施設総務費１億７５７万６，７２６円は、

慈生園特別養護老人ホーム、デイサービスの職員１２名分の人件費と会計年度任用職員報酬などが

主な支出でございます。 
 ２目施設入所運営費９２５万２，５４７円は、特別養護老人ホームの維持管理費でございます。 
 ３目施設入所処遇費２，３７７万６４５円は、入所者ならびにショートステイ利用者の処遇費で

ございます。 
 ４目通所介護運営費７４４万５，６７４円は、デイサービスの運営費で利用者の賄材料費が主な

支出でございます。 
 ２款諸支出金６，５２０万６千円は、介護保険安定化基金への積み立てでございます。 
 ３款予備費は、支出がございませんでした。 
 以上、歳出予算現額２億１，８９２万４千円、支出済額２億１，３２５万１，５９２円、予算現

額に対する執行率は９７．４０％、歳入歳出差引残額は２８８万５，１１４円でございました。 
 ４０ページには、財産に関する調書がございますので、ご一読をお願いいたします。 
 次に認定第４号 峡南ふるさと市町村圏特別会計決算書の説明をさせていただきます。 
 ４３ページをお願いいたします。 
 １款県支出金は、収入がございませんでした。 
 ２款財産収入４７６万２，４２２円は、峡南ふるさと市町村圏基金の運用による有価証券の配当

金等でございます。 
 ３款繰入金２３７万４千円は、峡南ふるさと市町村圏基金からの繰入金でございます。 
 ４款繰越金１１万８，５２５円は、前年度繰越金でございます。 
 ５款諸収入３７円は、預金利子でございます。 
 以上、歳入予算現額７２５万７千円、収入済額７２５万４，９８４円、予算現額に対しまして９９．

９７％の収入でございました。 
 次に歳出ですが、４４ページをご覧ください。 
 １款総務費８万２，４３１円は、新型コロナウイルス感染症対策のための消耗品や事務用品類の

購入が主なものです。 
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 ２款事業費３９８万４，９７６円、１項１目創発的な産業圏づくり事業２８１万６，７４８円は、

総合パンフレット「ぶらり富士川」の修正増刷や、峡南５町の認知向上とイメージアップを図るた

めの峡南地域紹介映像の作成委託料が主なものであります。 
 ２目体系的な基盤づくり事業１１６万８，２２８円は、インターネット整備機器、ホームページ

にかかる機器保守料等が主な支出でございます。 
 ３款諸支出金３０７万１千円は、峡南ふるさと市町村圏基金への積み立てでございます。 
 以上、歳出予算現額７２５万７千円、支出済額７１３万８，４０７円、予算現額に対する執行率

は９８．３６％、歳入歳出差引残額は１１万６，５７７円でございます。 
 ４７ページ、４８ページには財産に関する調書がございますので、ご一読をお願いいたします。 
 以上、簡単ではありますが、認定第１号から認定第４号までの補足説明とさせていただきます。

ご審議の上、ご認定くださいますようよろしくお願いいたします。 
〇議長（高橋茂広君） 

 提案理由および詳細説明が終わりました。 
 引き続き、監査委員より監査結果のご報告をお願いいたします。 
 岸本正幸代表監査委員。 

〇代表監査委員（岸本正幸君） 
 議長の命により、令和３年度峡南広域行政組合各会計決算審査の報告を決算審査意見書に沿って

行います。 
 まず審査の概要でありますが、審査の対象は令和３年度峡南広域行政組合一般会計、情報センター

特別会計、介護保険特別会計、峡南ふるさと市町村圏特別会計歳入歳出決算であります。 
 審査の期日は、令和４年８月２４日に広島法明監査委員とともに実施いたしました。 
 審査の方法は、ここに記載のとおりです。 
 次に、審査の結果であります。 
 決算計数につきましては、一般会計および特別会計の歳入歳出決算書等の計数は誤りのないもの

と認められました。財産に関する調書の記載も正確に表示されており、各基金等は安全・確実な運

用に努めていることを認めました。 
 執行状況につきましては、以下記載のとおりですけども、一般会計では組合全体として共同処理

での処理により、効率性を高める運営がなされていた一方、経年劣化による機器および施設の老朽

化への対応と、長引くコロナウイルス感染症対策に伴う経費が多く見受けられました。 
 また、庁舎整備につきましては、財政負担の観点から、なお一層の研究と対策を講じられるよう

希望します。 
 情報センター特別会計では、新システムへの移行に伴い、５町での事業、６町村での事業の負担

額を明確化するため、新たな特別会計を設置し、移行することとなりました。 
 今後は構成町との効率的な運用、負担となるよう、なお一層の検討をお願いします。 
 介護保険特別会計では、本年度も引き続き特養３０名、デイサービス２５名定員の介護老人福祉

施設として、峡南地域に根差した運営にあたりました。 
 コロナ禍の難しい対応ではありますが、入所者、利用者の安全・安心な生活を提供しつつ、引き

続き経営基盤の強化を求め、一層の努力をお願いいたします。 
 最後に、峡南ふるさと市町村圏特別会計では、新型コロナウイルスの影響により、キャンペーン

やイベントのすべてが中止となりましたが、令和３年８月２９日の中部横断自動車道全線開通に合

わせ、「ぶらり富士川」に全線開通の専用ページを追加し、国土交通省、ＮＥＸＣＯ中日本と共同で
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４万３千部の増刷を行いました。従来型のコンテンツと連携したＳＮＳ等の活用に照準を合わせ、

峡南地域の魅力発信をお願いしたいと思います。 
 以上、令和３年度決算審査の報告といたします。 

〇議長（高橋茂広君） 
 説明と監査報告が終わりました。 
 質疑は歳入歳出一括にて行いたいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、質疑は歳入歳出一括にて行います。 
 これより認定第１号 令和３年度峡南広域行政組合一般会計歳入歳出決算認定の件について、質

疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 認定第１号 令和３年度峡南広域行政組合一般会計歳入歳出決算認定の件は、原案のとおり認定

することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり認定することに決しました。 
 次に認定第２号 令和３年度峡南広域行政組合情報センター特別会計歳入歳出決算認定の件につ

いて、質疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 認定第２号 令和３年度峡南広域行政組合情報センター特別会計歳入歳出決算認定の件は、原案

のとおり認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり認定することに決しました。 
 次に認定第３号 令和３年度峡南広域行政組合介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件について、
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質疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 認定第３号 令和３年度峡南広域行政組合介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件は、原案のと

おり認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり認定することに決しました。 
 次に認定第４号 令和３年度峡南広域行政組合峡南ふるさと市町村圏特別会計歳入歳出決算認定

の件について、質疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 認定第４号 令和３年度峡南広域行政組合峡南ふるさと市町村圏特別会計歳入歳出決算認定の件

は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり認定することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（高橋茂広君） 
   日程第１６ 閉会中の所掌事務調査の件を議題といたします。 

 各委員長から継続調査の申し出がありました。 
 お諮りします。 
 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、各委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（高橋茂広君） 
   日程第１７ 峡南広域行政組合議会議員の視察研修の件について議長提案として議題といたします。 
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 例年、県外視察研修については、実施についての議決をいただいているところではありますが、

本年度においては、個々の全国旅行支援が開始されているとはいえ、いまだ感染拡大が不透明な感

があります。このため、宿泊を伴う県外視察研修の実施については、議会運営委員会のご意見をい

ただいた結果、中止とさせていただき、新庁舎建設の関係で、県内先進地の視察研修については、

実施させていただきたいと考えております。 
 お諮りします。 
 県外視察研修を中止とし、県内視察研修を実施することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、県外視察研修を中止とし、県内視察研修を実施することに決定いたしました。 
 視察研修の日時、場所等についてはいかがいたしますか。 
 （「一任します。」の声） 
 お諮りします。 
 ただいま、一任とのご意見にご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 では、日程につきましては、１月下旬から２月中旬にて調整いたします。詳細につきましては、

後日連絡させていただきますので、ご了解ください。 
 これをもって、本議会に付議された案件の審議はすべて終了いたしました。 
 よって、令和４年第２回峡南広域行政組合議会定例会を閉会いたします。 
 大変ご苦労さまでした。 

閉会 午前１１時２０分 
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